
子どもの育ちを支えたい 
チョコレートの甘い香りが広がる中で、手
作りのお菓子作りにチャレンジする親子の
楽しそうな声が響き渡ります。会場となっ
たのは、いつもは高齢者が体操やレクリ
エーションを楽しむデイサービスセンター
の一室ですが、今日は子どもたちが主役で
す。 
 “チョコレート作り”は、市内にある８
つの社会福祉法人とＮＰＯ法人、地域住民
が連携して取り組んだ「子どもニコニコ元
気塾／3回シリーズ」の一場面です。 
 そもそもこの企画は「公益的な取組」の
実施を検討していた南相馬市社会福祉協議
会と保育園を運営する２つの社会福祉法人
が連携し取組んだのが始まりです。震災後、
南相馬市では東京電力福島第一原子力発電
所事故により多くの住民が避難せざる得な
い状況となりました。 
 震災の経験から、子育て中の親子が安心
して参加できる企画で子どもの育ちを支え
たい！「子どもニコニコ元気塾」にはそん
な思いが込められています。 
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開催には、市内８つの全ての法人が参加し 
ました。そのきっかけとなったのが「南相
馬市社会福祉法人法人間連携による地域に
おける公益的な取組連絡会」の発足です。
最初は「公益的な取組をみんなで勉強しま
せんか？」という南相馬市社会福祉協議会
の呼びかけで各社会福祉法人の職員が集ま
り、学習会、情報交換からスタートしまし
た。 
 市内８つの法人は、児童福祉施設、障が
い者支援施設、高齢者福祉施設と種別も
様々。職員がこれまで顔を合わせる機会も
なく、最初の頃はお互いを知ることから始
まりました。南相馬市社会福祉協議会によ
る進行でワークショップを取り入れながら、
法人としての「強み」や「弱み」、それぞ
れの法人が感じている地域の課題などを共
有していきました。 
 
それぞれの「強み」を活かす 
 その結果、2年目の「子どもニコニコ元
気塾」は市内8つ全ての法人で取り組むこ
とになり、前年度同様「歳末たすけあい募
金配分事業」を活用しての開催となりまし
た。 
 企画、準備、当日の運営など各法人で分
担。3回シリーズの内容は「第1回 クリス
マス会」「第2回 餅つき大会」「第3回 
チョコレート作り」など、季節の行事を 

 



家族で楽しむ内容は市民に大好評で、延べ 
150名を超える子どもとその家族が参加しま
した。 
 この「子どもニコニコ元気塾」の大きな特
徴は、企画や運営には社会福祉法人だけでな
く、子育て支援に取り組むＮＰＯ法人やボラ
ンティア、障がいのある方など地域の人たち
が参加している点です。 
 連絡会の事務局を担う南相馬市社会福祉協
議会では「それぞれが持つ「強み」が活かさ
れることによって互いに大きな刺激を受けて
います。そのことが地域の福祉の向上につな
がっていければと感じています」と話します。 
 また、ニコニコ元気塾の参加者の中には心
配ごとを抱えている方もいて、社会福祉法人
職員が個別に相談に応じるという場面があり
ました。「社会福祉法人職員だからこそでき
る役割だと実感ました。今後も住民に寄り添
う姿勢を大切にしていきたいです」と語りま
す。 
 

南相馬市法人間連携による地域における公益的な取組 連絡会 
 

第１回 「地域における公益的な取組」に関する学習会／顔合わせ 
第２回 各法人の「強み」と「弱み」を共有。それぞれの法人の特性を理解する。 
    地域課題について意見交換・情報の共有／連絡会の発足 
第３回 子どもニコニコ元気塾の企画、地域に出向くメニューの検討 
第４回 子どもニコニコ元気塾の反省、法人間連携について意見交換 
第５回 Ｈ30年度連絡会の取組についての検討 

さらなる次のステップへ 
 連絡会では「子どもニコニコ元気塾」の取
り組みをきっかけに、様々な提案が職員から 
出されるようになりました。地域課題への気
づきをこの連絡会で共有することで、いろん
なアイディアにつながる効果を生んでいます。 
 南相馬市社会福祉協議会では「公益的な取
組をきっかけに、市内の社会福祉法人と共に
地域を支えるためにできることを考えてきた
い」と今後の抱負を語ってくれました。 
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